
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第１章 遠野市の概況と課題 
 
 
 
 

遠野市の土地利用や産業などの概

況とまちづくりの課題について整理

します。 
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  第１章 遠野市の概況と課題        
（１）遠野市の概況 

１）人口の推移 

① 人口・世帯 

本市の人口は、28,062 人（平成 27 年国勢調査）であり、社会情勢の変化、急速

な少子高齢社会の進行、若者の地方流出等による人口減少が顕著に見られます

（国勢調査に基づいて

合併等の変遷を考慮し、

現在の遠野市域で整

理）。地区別に人口推

移をみると、全ての地

区で緩やかな減少傾向

が続いています。 

世帯数は、平成 17

年をピークに減少傾

向であり、平成 27 年

には 9,973 世帯となっ

ています。一世帯あた

りの人員は、県平均の

2.60 人／世帯を上回

っていますが、人口と

同様に減少しており、

平成 27 年には 2.81 人

／世帯となっていま

す。 
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図 遠野市全体人口の推移 

34,923 33,898 33,108
31,402

29,331
28,062

9,888 10,050 10,347 10,142 9,888
9,973

3.53
3.37

3.20
3.10

2.97
2.81

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

H２ H７ H12 H17 H22 H27

総人口 世帯数 世帯人員

（人／世帯） 

（年） 

（人） 

（人） 

データ：住民基本台帳（各年９月１日現在） 
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図 地域別人口の推移 

表 行政区域・都市計画区域内の人口推移 （単位：人、％） 

  Ｈ７年 Ｈ12 年 Ｈ17 年 Ｈ22 年 Ｈ27 年 

行 政 区 域 33,898 33,108 31,402 29,331 28,062 

旧都市計画区域 15,190 15,437 14,786 15,367 14,085 

上段：人口 
下段：割合 ( 44.8) ( 46.6) ( 47.1) ( 52.4) (50.2) 

現都市計画区域 19,046 19,092 18,213 17,231 16,811 

上段：人口 

下段：割合 
(56.2) (57.7) (58.0) (58.7) (59.9) 

データ：行政区域人口は都市計画基礎調査（H17 年以前は、旧宮守村含む）、 

旧都市計画区域人口は都市計画基礎調査、現都市計画区域人口は 

国勢調査を基に算出 



 
第１章  遠野市の概況と課題 

- 9 - 

県

盛岡市

宮古市

大船渡市 花巻市

北上市

久慈市

遠野市

一関市

陸前高田市

釜石市

二戸市

八幡平市

奥州市

雫石町

葛巻町

岩手町

滝沢市

紫波町

矢巾町

西和賀町

金ケ崎町

平泉町

住田町

大槌町

山田町

岩泉町

田野畑村
普代村

軽米町

野田村

九戸村

洋野町

一戸町

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

7.0 8.0 9.0 10.0 11.0 12.0 13.0 14.0 15.0

18.4 16.1 13.8 12.4 11.4 10.7

63.6 61.0 58.6 55.4 54.3 51.9

18.0 22.9 27.6 32.2 34.3 37.4

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H２ H７ H12 H17 H22 H27

年少人口 生産年齢人口 高齢人口

② 年齢別人口の推移（３区分） 

年齢別人口を「年少（０～14 歳）」、「生産（15～64 歳）」、「高齢（65 歳以上）」

の３つに区分してその推移をみると、平成２年では「年少人口」と「高齢人口」

は、ほぼ同じ比率であったものの、平成 27 年には年少人口の３倍を超える高

齢人口となっており、急速な勢いで少子高齢社会が進行しています。 

なお、年少人口比率は県平均 11.9％に対して 10.7％、高齢人口比率は同じく

30.4％に対して 37.4％と、岩手県の中でも上位の少子高齢化率となっています。 
 

図 年齢別人口の推移（３区分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 岩手県内の年少人口・高齢人口割合（H27 年）  
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２）土地利用 
① 地目別土地利用 

市全体の土地利用をみると、

行政区域面積82,597haのうち、

山林が51.2％と最も多く、次い

で田・畑を合わせた農地が8.4％、

原野・雑種地が6.7％、牧場が

2.7％、宅地が1.1％となっていま

す。 

また、都市計画区域（面積約

5,923ha）では、田・畑を合わせ

た農地が45.6％、山林が34.0％、

その他低湿地・荒地・水面を合

わせた自然的土地利用が８割以

上を占めています。 

一 方 、 都 市 的 土 地 利 用 は

17.4％となっており、その内訳

をみると、住宅地が46.2％、交

通用地が20.0％、公共用地が

8.8％、次いで工業用地、公共空

地、商業用地の順となっていま

す。 

 

 

② 用途地域等 

本市の都市計画区域は、行

政 区 域 の 約 7.2 ％ に あ た る

5,923haの区域に指定されて

います。また、都市計画区域

のうち、遠野市の中心市街地

周辺及び遠野東工業団地の

併せて387haの区域に用途地

域※３を指定しており、住居系

用途地域が５種類の233ha

（60.2％）、商業系用途地域

２種類の46ha(11.9％)、工業系

用 途 地 域 が ２ 種 類 の

108ha(27.9％)となっています。 

 

 

 

  

行政区域（82,597ha） 面 積 割 合 

 

都 市 計 画 区 域

（5,923ha、7.2％） 

用途地域   387 0.5 

用途地域外 5,536 6.7 

都市計画区域外 76,639 92.8 
 

用途地域（387ha） 

 第一種低層住居専用地域 64 16.5 

 第一種中高層住居専用地域 56 14.5 

 第ニ種中高層住居専用地域 13 3.4 

 第一種住居地域 95 24.6 

 第ニ種住居地域  5 1.2 

 近隣商業地域 29 7.5 

 商業地域 17 4.4 

 準工業地域 60 15.5 

 工業地域 48 12.4 

（単位：ha、％） 

 

【※３用途地域】住居、商業、工業などを適正に配置して、都市全体の土地利用の基本的

な枠組みを設定するものであり、地域地区のうち最も基礎的な制度。 

用語解説 

46.2% 4.5%8.5% 20.0% 8.8% 5.4%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

住宅用地 商業用地 工業用地

交通用地 公共用地 公共空地

その他の空地

28.6% 17.0% 34.0%
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図 都市的土地利用の内訳 

データ：図上計測による 
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図 市全体の土地利用 

データ：市統計書 

図 都市計画区域の土地利用 

内
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データ：都市計画基礎調査 
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図 都市計画区域・用途地域 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

都市計画区域 

 

用途地域 

 

※都市計画道路及び都市公園の見直し前の版 
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３）市街地整備 

 

本市では、無秩序な市街化の抑制、魅力ある中心市街地・商業空間の形成及

び快適な生活環境を確保するため、下一日市地区、稲荷下地区、稲荷下第二地

区の３地区の土地区画整理事業を実施し、いずれの地区も完了しています。 
 

表 土地区画整理事業 

事 業 名 
施行 
主体 

施行面積
（ha） 

施行期間 

稲荷下地区土地区画整理事業 市 27.1 昭和 53 年度 ～ 平成６年度 

下一日市地区土地区画整理事業 市 5.1 平成６年度 ～ 平成 20 年度 

稲荷下第二地区土地区画整理事業 市 19.7 
平成 12 年度  

～ 平成 29 年度 

 

図 土地区画整理事業 

  

データ：都市計画基礎調査 
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４）道路・交通 

① 都市計画道路 

本市の都市計画道路は 23 路線（延長約 33,040ｍ）が都市計画決定され、整

備済区間が約 21,190ｍ、概成済区間が約 9,470ｍ、未整備区間が約 2,380ｍとな

っており、整備率は 64.1％となっています。 

 

図 都市計画道路の整備状況 

 

  

 

＊平成 31 年３月現在 
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② 公共交通 

本市の公共交通として、鉄道路線は花巻駅～釜石駅間を運行するＪＲ釜石線

があり、上り・下りでそれぞれ１～２時間に１本程度の割合で運行しています。

市内には 12 駅あり、都市計画区域内には４駅立地していますが、一日平均乗

車人員は、遠野駅が約 320 人（平成 27 年度）、宮守駅が約 110 人（平成 24 年

度）となっており、年々減少傾向にあります。 

バス路線は、岩手県交通による路線と住田町コミュニティバスが運行されて

おり、鉄道と同様に利用客は年々減少傾向にあります。 

 

 

図 ＪＲ釜石線遠野駅・宮守駅の乗車人員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 バス利用状況 
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※宮守駅（平成 25 年度以降）、青笹駅、岩手上郷駅及び平倉駅は無人駅でありデータ非公表 

データ：市統計書 

※早池峰バスは平成 29 年４月に岩手県交通（株）に統合 
データ：市統計書 
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５）公園・緑地 

 

都市計画決定している公園・緑地は、街区公園が５箇所、地区公園が１箇所、

運動公園が１箇所、緑地が１箇所の計８箇所あります。その他に条例で定めら

れている公園として、市内には農村公園が14箇所、市民運動公園が２箇所、地

域公園が９箇所、広場等が３箇所、児童遊園が１箇所の計37箇所あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 都市計画公園・緑地 

データ：環境整備部まちづくり推進課 

表 都市計画公園・緑地 （単位：ha、％） 

種別 名称 計画面積 整備率 

街区公園 蔵の道公園 0.21 100.0  

 東舘公園 0.23 100.0  

 新張公園 0.23 100.0  

 早瀬公園 0.23 100.0  

 八幡公園 0.22 100.0  

地区公園 鍋倉公園 14.00 100.0  

運動公園 遠野運動公園 29.00 100.0  

緑地 早瀬川緑地 33.60 9.2  

合  計  77.72 60.8 
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６）下水道 

 

本市の汚水処理は、公共下水事業、農業集落排水事業及び浄化槽整備事業を

推進していますが、汚水処理人口普及率※４は平成27年度末現在65.1％で県全域

の79.0％を下回っています。 

河川などの水質を保全するため、また、衛生的な生活環境や豊かな自然環境

に恵まれた本市の財産を未来に継承していくため、生活排水の適切な処理を積

極的に推進していく必要があります。 

 

図 汚水処理人口普及率の推移 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

【※４汚水処理人口普及率】下水道、農業集落排水施設等及びコミュニティプラントを利

用できる人口と合併処理浄化槽を利用している人口を加えた値を、総人口で除して

算定した汚水処理施設の普及状況の指標。普及率＝整備人口/行政人口。 

用語解説 
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７）観光 

 

 本市には、国指定重要文化

財である「南部曲り家千葉家」

や「菊池家曲り家（伝承園）」、

その他「遠野ふるさと村」、

「たかむろ水光園」などの観

光文化施設が点在するととも

に、美しい農村景観や自然景

観、また、伝承されてきた数

多くの昔話、市独自の認定制

度による遠野遺産など、特色

ある豊かな観光施設・資源が

あります。 

主要観光施設の入込人数は、

『遠野物語』の発刊100周年を

迎えた平成22・23年に約200万人まで増加したものの、現在では徐々に東日本

大震災前の入込状況に戻ってきています。また、平成23年に宿泊客が増加しま

したが、この要因は震災に対する復興支援団体等の宿泊客増加によるものです。 

 

図 主な観光施設（地区別）※下線部は都市計画区域内の施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

データ：遠野市観光推進計画 

データ：市統計書 

【遠野地区】 

鍋倉公園、博物館、遠野蔵の道ギャラリー、遠野城下町資料館、遠野まちなか・ドキ・土器

館、とおの物語の館、旅の蔵遠野、旧村兵商家、会下の十王堂、法華題目の碑、池端の石臼、

多賀神社、愛宕神社、智恩寺、卯子酉神社、五百羅漢 等 

【土淵地区】 

カッパ淵、佐々木喜善生家、伝承園、山口の水車小屋、常堅寺、早池峰古参道跡、デンデラ

野、山崎のコンセイサマ、ダンノハナ、北川家のオシラサマ、たかむろ水光園、栃内観音、

遠野早池峰ふるさと学校 等 

【綾織・松崎地区】 

道の駅遠野風の丘、千葉家、諏訪神社、福泉寺、清心尼公の碑、太郎カッパ、阿曽沼公歴代碑、

村兵稲荷、松崎観音、続石、羽黒岩、光明寺の綾織、遠野馬の里 等 

【附馬牛町・青笹・上郷・小友地区】 

遠野ふるさと村、早池峯神社、駒形神社、菅原神社、巖龍神社、郷土人形民芸村、六神石神

社、平倉観音、日出神社、笹谷観音、山谷観音、藤沢の滝、荒神様 等 

【宮守地区】 

道の駅みやもり、コテージランドかしわぎ、鱒沢やな、砥森山、鞍迫観音、宮守観音、金取

遺跡、めがね橋、寺沢高原、稲荷穴 等 
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図 主要観光施設入込人数 

（年） 

データ：市統計書 

日帰り及び合計 
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宿泊 
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８）産業 

① 農業 

農家数（販売農家数）は全体として減少傾向です。専業農家については平成

12年から22年まで増加しましたが、平成27年は減少しています。また、経営耕

地面積は年々減少傾向にあり、平成２年に比べて平成27年では約４割減少して

います。 

 

図 農家数（販売農家数）の推移      図 経営耕地面積の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 工業 

製造業の事業所数は、平成21年から減少傾向でしたが、平成27年に増加に転

じました。従業者数については、平成21年以降はほぼ横ばい傾向にあります。 

製造品出荷額は平成22年から増加傾向に転じ、特に平成25年からの２年間で

約150億円増加しています。 

 

図 従業者数・事業所数の推移（製造業）  図 製造品出荷額の推移 

 

 

 

 

 

 

 

  

データ：市統計書（各年２月１日現在） 
 

1

0.87

0.69

0.80

0.93

0.81

0.91

0.60

0.50

0.35

0.22

0.95

0.81

0.66

0.54

0.41

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

Ｈ２ Ｈ７ Ｈ12 Ｈ17 Ｈ22 Ｈ27

専業 第１種兼業 第２種兼業

専業 第１種兼業 第２種兼業

（年） 

（戸） （H2 年＝1.0） 

1
0.97

0.91

0.84

0.79

0.62

1.03
0.99

0.83

0.83

0.68
0.81

0.69

0.26
0.31

0.21

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

Ｈ２ Ｈ７ Ｈ12 Ｈ17 Ｈ22 Ｈ27

田 畑 樹園地
田 畑 樹園地

（H2 年＝1.0） （ha） 

（年） 

43,732
40,516

26,986

37,646

41,126
38,618

40,314

49,847

55,173

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

製造品出荷額

2,396 2,391
2,117 2,189 2,162 2,160

2,158
2,094

2,175

69

76

69

65 65

63
62

60

67

50

55

60

65

70

75

80

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27

従業者数 事業所数

（人） （百万円） （事業所） 

（年） 
（年） 

データ：工業統計調査（各年 12 月 31 日現在） 
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③ 商業 

小売業の従業者数及び事業所数は平成24年までは減少傾向でしたが、その後、

下げ止まりの兆候が見られます。一方で１事業所当たりの売場面積は増加が続

いており、商業機能が大規模小売店舗に集約されている傾向が読み取れます。

また、年間商品販売額は約260億円前後となっています。 

 

図 従業者数・事業所数の推移（小売業） 図 商品販売額等の推移（小売業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （遠野駅周辺）             （宮守駅周辺） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大規模小売店舗一覧（店舗面積 1,000 ㎡以上） 

○市中心市街地活性化センター（とぴあ） 

（キクコーストアとぴあ店） 

○ホーマック遠野店 

○コメリホームセンター遠野店 

○アクティ・マーケットプレイス 

○ビックハウス遠野店 

○ツルハドラッグ遠野店 

○キクコーストア明神前店 

○みやもりリバーサイド・ショッピングタウンmm１ 
データ：岩手県 市町村別届出店舗一覧及び 

『全国大型小売店総覧』東洋経済新報社 

データ：市統計書（H24 年以外各年６月１日現在） 
経済センサス活動調査（H26 年２月１日現在） 

1,841 1,891
1,691

1,445 1,424

436
418

360

275 286

0

500

1,000

1,500

2,000

0

250

500

Ｈ14 Ｈ16 Ｈ19 Ｈ24 Ｈ26

従業者数 事業所数

25,155
26,800 26,748 26,126 26,747

93.8
99.2

114.0

137.4 144.3

0.0

25.0

50.0

75.0

100.0

125.0

150.0

0

10,000

20,000

30,000

Ｈ14 Ｈ16 Ｈ19 Ｈ24 Ｈ26

商品販売額 １事業所あたりの売場面積

（事業所） （人） （百万円） （㎡） 

（年） （年） 
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９）防災 

小中学校や自治会館、地区コミュニティ消防センターを中心に、災害時の避

難場所は市内全133箇所、福祉避難所は33箇所が位置づけられており、都市計

画区域内には、59箇所が位置づけられています。 

 

図 指定避難所・指定緊急避難場所 

 

 

  

データ：遠野市地域防災計画 
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（２）市民意向調査 

１）調査概要 

本アンケートは、遠野市都市計画マスタープランの見直しに向けて、本市全

域を対象に市民のまちづくりに対するニーズ等を把握し、計画策定の基礎資料

とするために実施しました。 

 

表 配布・回収状況 

項  目 内    容 

配布対象者 20 歳以上の市民 

抽 出 方 法 無作為抽出 

実 施 時 期 平成 25 年 10 月～11 月 

標 本 数 1,000 票 

回 収 票 数 437 票 

回 収 率 43.7％ 

標 本 誤 差 3.6％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7.3% 

9.4% 

11.2% 

20.8% 27.2% 

24.0% 
20歳代 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳代 

70歳代以上 

○ 年齢 

23.1% 

5.3% 

6.4% 

3.4% 
19.5% 

5.9% 

8.7% 

9.2% 

18.1% 

0.5% 遠野町 

綾織町 

小友町 

附馬牛町 

松崎町 

土淵町 

青笹町 

上郷町 

宮守町 

無回答 

○ 居住地域 

図 アンケート回答者の属性 

○ 性別 

44.4% 

55.6% 

男性 

女性 
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２）主な調査結果 

① 地域の現状に対する満足度 

 

 

【満足度が高い項目（満足＋やや満足の割合が多い項目）】 

□ 現在住んでいる地域の満足度については、「⑫丘陵や遠方の山並みなどの美しい

風景（83.6％）」が最も多く、次いで「⑬河川や水路などの水・空気のきれいさ

（77.4％）」、「⑯住環境の快適性（日照・通風・静けさ）（72.3％）」の順とな

っており、自然環境や暮らしやすさに関して高い満足度が得られています。 

□ また、これまでの取り組みの成果である「⑪ごみ収集処理やリサイクルへの取り

組み（70.0％）」や「②国道や県道などの幹線道路の整備（69.8％）」について満

足度が高くなっています。 

 

【満足度が低い項目】（やや不満＋不満の割合が多い項目）】 

□ 「㉒商店街の充実、日常の買い物の利便性（49.2％）」が最も満足度が低く、次い

で「③鉄道やバスなどの公共交通機関の利用のしやすさ（48.8％）」、「㉓中心市

街地整備の必要性（44.1％）」の順となっています。 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①身近な生活道路の整備・維持管理

②国道や県道などの幹線道路の整備

③鉄道やバスなどの公共交通機関の利用のしやすさ

④歩道の確保や交差点の改良などの交通安全対策

⑤駅周辺の駐輪場・駐車場の整備

⑥農畜林業の振興

⑦公共施設のバリアフリー化

⑧公園や広場の整備・利用のしやすさ

⑨ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設の整備・利用のしやすさ

⑩下水道・農業集落排水・浄化槽の整備

⑪ごみ収集処理やリサイクルへの取り組み

⑫丘陵や遠方の山並みなどの美しい風景

⑬河川や水路などの水・空気のきれいさ

⑭自然に親しみ憩える場の整備

⑮まちなみの美しさ、良好な景観

⑯住環境の快適性（日照・通風・静けさ）

⑰教育環境（子育て環境等を含む）の整備

⑱観光の振興による地域活性化

⑲医療・介護・福祉関連施設の整備・利用のしやすさ

⑳火災･地震･風水害など災害に対する安全性

㉑犯罪に対する防犯への取り組み

㉒商店街の充実、日常の買い物の利便性

㉓中心市街地整備の必要性

満足している やや満足している やや不満である 不満である 無回答



 
第１章  遠野市の概況と課題 

- 23 - 

② 今後のまちづくりにおける重要度 

 

 

□ 今後のまちづくりにおける重要度では、「⑲医療・介護・福祉関連施設の整備・

利用のしやすさ（84.9％）」が最も高く、地域医療機関の医師不足や高齢化社会を

反映した結果となっています。 

また、「⑳火災・地震・風水害など災害に対する安全性（82.8％）」、「㉑犯罪に

対する防犯への取り組み（82.1％）」の項目も重要度が高く、防災・防犯に対する

意識が高い結果となっています。 

□ さらに、「⑪ごみ収集処理やリサイクルへの取り組み（82.4％）」、「⑬河川や水

路などの水・空気のきれいさ（80.3％）」の占める割合も高く、環境負荷低減や自

然環境と共生するまちづくりが望まれています。 

 

 

 

  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①身近な生活道路の整備・維持管理

②国道や県道などの幹線道路の整備

③鉄道やバスなどの公共交通機関の利用のしやすさ

④歩道の確保や交差点の改良などの交通安全対策

⑤駅周辺の駐輪場・駐車場の整備

⑥農畜林業の振興

⑦公共施設のバリアフリー化

⑧公園や広場の整備・利用のしやすさ

⑨ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設の整備・利用のしやすさ

⑩下水道・農業集落排水・浄化槽の整備

⑪ごみ収集処理やリサイクルへの取り組み

⑫丘陵や遠方の山並みなどの美しい風景

⑬河川や水路などの水・空気のきれいさ

⑭自然に親しみ憩える場の整備

⑮まちなみの美しさ、良好な景観

⑯住環境の快適性（日照・通風・静けさ）

⑰教育環境（子育て環境等を含む）の整備

⑱観光の振興による地域活性化

⑲医療・介護・福祉関連施設の整備・利用のしやすさ

⑳火災･地震･風水害など災害に対する安全性

㉑犯罪に対する防犯への取り組み

㉒商店街の充実、日常の買い物の利便性

㉓中心市街地整備の必要性

とても重要である やや重要である あまり重要でない 重要でない 無回答
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③ 今後のまちづくりにおける優先度 

「① 地域の現状に対する満足度」と「② 今後のまちづくりにおける重要

度」を点数化し、平均値を基準（満足度：0.31、重要度：1.20）に、満足度

が低くかつ重要度が高い項目を、今後市として重点的に取り組むべき項目と

して抽出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※点数計算式 
 「満足している」及び「とても重要である」 ： ２ 
 「やや満足している」及び「やや重要である」： １ 
 「不満ある」及び「あまり重要でない」   ：－２ 
 「やや不満である」及び「重要でない」   ：－１ 
 「無回答」                ： ０ 
 
 ●各設問に対する満足度：満足度の合計／有効回答数 
 ○各設問に対する重要度：重要度の合計／有効回答数  

 

 満 足 度 高 低 

 

重 

要 

度 

高 

低 
1 

2 3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 
15 

16 

17 

18 

19 
20 

21 

22 

23 

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

-0.50 0.00 0.50 1.00 1.50

重要度 
平均値 1.20 

 

満足度 
平均値 0.31 

【今後のまちづくりにおける優先度の高い項目】 

 ④歩道の確保や交差点の改良などの交通安全対策 

 ⑦公共施設のバリアフリー化 

 ⑩下水道・農業集落排水・浄化槽の整備 

 ⑲医療・介護・福祉関連施設の整備・利用のしやすさ 

 ⑳火災・地震・風水害など災害に対する安全性  

 ㉑犯罪に対する防犯への取り組み 

 ㉒商店街の充実、日常の買い物の利便性 
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（３）まちづくりの課題 
 

本市の特性を踏まえながらまちづくりを進めていく上で、確認しておくべき全

国的な「時代の潮流」を以下のように整理します。 

 

１）時代の潮流 

① 人口減少、少子高齢化、世帯小規模化 

□ 少子高齢化の進展、単身世帯や高齢の夫婦のみの世帯の増加などを背景に、

日々の生活や移動に不安を抱える人、地域の支えを必要とする人が増加し

ています。一方で、第二の人生として、まちづくりや地域活動に意欲的に

参加する高齢者も増えています。 

□ 人口減少、少子高齢化による家族形態の変化、就労の多様化、地域コミュ

ニティ意識の希薄化など、子ども・子育てを取り巻く環境が大きく変化す

る中で、子育て支援への要請が高まっています。子育てしやすい環境を整

えるとともに、親を孤立させずに地域全体で子どもを守り育てていく環境

づくりが求められています。 

□ 人口減少期においても行政、医療、福祉、教育等の生活に必要なサービス

を継続していくために、都市機能や住居が一定程度集約されたコンパクト

なまちづくりが望まれます。 

 

② 成長型社会から成熟型社会への転換 

□ 人口が増加することを前提とした、量的な充足を第一に目指すこれまでの

成長型のまちづくりから、質を高めることを重視した成熟型のまちづくり

に転換していくことが求められています。 

 

③ 価値観の多様化 

□ 都市・社会の成熟化を背景に市民の価値観も変化し、「自然との調和」、

「まちの質」や「うるおい」、「景観」、「地域社会や地域の歴史・文化、

人とのふれあい」、「心の豊かさ」、「心のバリアフリー」、「共生社会」

等への関心が高まっています。 

 

④ 水と緑への関心、生物多様性の確保への要請の高まり 

□ 世界的規模で地球環境への関心が高まっており、市民・企業を含めて自然

環境や生活環境の維持・向上を図り、美しい姿で後世に引き継げるように

するための役割を果たしていく必要が

あります。 

□ 「うるおい」や「やすらぎ」のある環境、

景観を形成する水と緑への関心が高ま

っています。 

 

《学校給食》 
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□ 地域で生産された農産物の地域内消費（地産地消）、地元食材の活用や郷

土料理を活かした給食などを通じ、生産者の思いが伝わる「食育」への関

心も高まっています。 

□ 人々が生きていくためには、多様な生物がもたらす食料や資源などの恵み

が不可欠であることから、生物多様性※５の確保への要請が高まっています。 

地球規模での環境問題への対応 

⑤ 低炭素型・循環型まちづくりへの要請の高まり 

□ 地球温暖化をはじめとしたさまざま

な環境問題が顕在化する中で、二酸化

炭素をできるだけ排出しない「低炭素

社会」やリデュース（排出抑制）、リ

ユース（再利用）、リサイクル（再資

源化）を基本とした、ごみの減量化や

資源のリサイクルなどを推進し、「循

環型社会」への転換を図っていくこと

が求められています。 

 

⑥ 安全・安心への関心の一層の高まり 

□ 平成23年３月の東日本大震災をはじめ、近年の大規模自然災害の増加やゲ

リラ的な豪雨による土砂災害・水害、犯罪不安の広がりなどを背景に、安

全・安心の確保への関心が一層高まっています。 

 

  

 

【※５生物多様性】あらゆる生物種の多さと、それらによって成り立っている生態系の豊

かさやバランス。 

用語解説 

《リサイクルの取り組み》 

《消防演習》 
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２）まちづくり課題の整理 

 

本市の現状や市民意向調査の結果、現在の社会情勢におけるまちづくりの全国

的な時代の潮流を踏まえ、まちづくり課題を以下のように整理します。 

 

《都市機能に関する課題》 

① 都市機能の維持・集約 

□ 本市の人口の約６割が都市計画区域に集中しており、遠野駅を中心として

用途地域※３が指定され、行政機能や商業・業務機能が集積した本市の中心

市街地を形成しています。しかしながら、用途地域内には、農地などの自

然的土地利用が残存し、人口集中地区が形成されていない低密度の市街地

となっています。 

□ 今後は、人口減少や少子高齢社会の進行を見据え、公共事業の選択と集中、

効率化が求められることから、「都市の機能を維持・集約し、利便性の高

いまち」を目指していくことが望まれます。 

 

② 中心市街地の活性化・魅力向上 

□ 古くから本市の「顔」、「中心的商業地」を形成してきた遠野駅周辺をは

じめとする中心市街地には蔵や町家などの趣のある町並み、集客性のある

魅力資源がありますが、商店街の衰退や空き家の増加などによる中心市街

地の空洞化・衰退化が深刻な課題となっています。 

□ そこで、遠野駅周辺をはじめとする中心市街地は、観光客などの来訪者が

降り立つ場所であり、「訪れて良かった」、「また、訪れたい」と思える

遠野ならではの歴史・文化を活かしながら、回遊性の創出や新規店舗の出

店を促進し、市を牽引していく中心市街地としてのにぎわい創出に継続的

に取り組んでいく必要があります。 

 

《市民意向調査》 

「商店街の充実、日常の買い物の利便性」については、現状に対する満

足度が低く、さらに今後のまちづくりにおける重要度が高いことから、商

業の活性化、魅力の向上が強く求められています。 

また、「中心市街地整備の必要性」についても現状に対する満足度が低

いことから、中心市街地整備を今後も継続的に取り組んでいく必要があり

ます。 

 

 
 

【※３用途地域】ｐ10参照。 

用語解説 
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③ まちの活力の維持・増進と秩序ある土地利用の誘導 

□ 東北横断自動車道釜石秋田線の開通や、一般国道340号立丸峠のトンネルが

整備されたことにより、市内への流入交通量の増加が想定されることから、

インターチェンジ（以下「ＩＣ」という）周辺などの開発需要が高まり、

無秩序に開発が進むおそれがあります。 

□ そこで、遠野ＩＣ及び遠野住田ＩＣ周辺においては、産業用地としての高

まる開発需要や雇用創出に対応した新たな産業拠点の形成を図り、工業な

ど産業振興による「活力のあるまち」を目指していくことが望まれます。 

□ なお、一般国道283号沿道の用途地域※３が指定されていない地域（以下「無

指定地域」という）については、周辺に広がる農地の維持・保全を図りつ

つ、秩序ある土地利用を図るための規制・誘導を行う必要があることから、

特定用途制限地域などを活用することも考えられます。 

 
《分野別の課題》 

① 土地利用 

□ 東北横断自動車道釜石秋田線の遠野ＩＣ及び遠野住田ＩＣ周辺は、新たな

産業用地としての需要が見込まれることから、立地条件を活かした土地利

用を図ることが望まれます。 

□ また、用途地域縁辺部や幹線道路沿道などの宅地化が進む可能性のある無

指定地域では、周辺環境の保全に努めながら、土地利用の規制誘導を行う

必要があります。 

□ ほ場整備などの基盤整備を実施した一団の優良農地については、農業生産

環境の維持のため、農地の保全を図ります。 

□ なお、都市計画区域外においては、土地利用状況や地権者等の意向を見極

めながら、計画的に秩序ある土地利用を推進していく必要があります。 

 

② 道路・交通 

【都市計画道路の整備】 

□ 道路はまちの骨格を形成する施設ですが、都市計画道路の整備率は平成27

年度末時点で約52.9％と低い状況にありましたが、平成28年から30年まで都

市計画道路の見直しを行い、長期未着手あるいは整備の見込みが無い等の

路線及び区間を廃止しました。そのため、総延長が短縮され、平成30年度

末には整備率が64.1％に向上しました。 

□ 未整備の路線及び区間については、将来を見通し、効果等を総合的に検討

し、整備していく必要があります。 

 

  

 

【※３用途地域】ｐ10参照。 

用語解説 
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【安全で快適な生活道路の整備】 

□ 市民にとって、最も身近な生活道路は、すべての人が安全で安心して利用

できるように整備を進めていく必要があります。 

 

《市民意向調査》 

「歩道の確保や交差点の改良などの交通安全対策」については、現状に

対する満足度が低く、今後のまちづくりにおける重要度が高いことから、

安全で快適な歩行環境の整備が求められています。 

【市内公共交通網の充実】 

□ 本市は、広大な市域であることから、市内を移動する交通手段を確保する

必要があり、特に、高齢者等の自家用車を使用しない市民の足となる公共

交通網の充実が望まれます。 

□ また、鉄道やバスなどの公共交通機関は、市民の日常生活だけでなく、来

訪者や観光客にとっても重要な交通手段であることからその確保が望まれ

ます。 

 

《市民意向調査》 

「鉄道やバスなどの公共交通機関の利用のしやすさ」については、現状

に対する満足度が低いことから、多様なニーズにこたえるため、総合交通

体系の検討が必要となっています。 

 

③ 都市施設（公園・緑地、下水道など） 

【都市公園の整備及び管理】 

□ 公園は、市民や観光客の憩い・集いの場、子どもの遊び場となっているこ

とから、既存の街区公園などについては、地域ニーズや地域の実情に対応

した整備や市民協働による管理が考えられます。 

□ 遠野運動公園については、市民の健康増進とスポーツ・レクリエーション

の活動の場としての活用促進を図る必要があります。 

 

《市民意向調査》 

「公園や広場の整備・利用のしやすさ」については、現状に対する満足

度が低いことから地域のニーズなどに対応した整備・管理を推進していく

必要があります。 

 

【生物多様性の確保への要請の高まりに対応した緑地整備】 

□ 生物多様性※５の確保への要請が高まっていることから、早瀬川緑地につい

ては、多様な動植物が生息・生育できる環境整備が望まれます。 

  

 

【※５生物多様性】ｐ26参照。 

用語解説 
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【浄化槽の推進による処理】 

□ 本市の汚水処理人口普及率※４は平成27年度末で65.1％と県全体の79.0％を

下回っていますが、人口が減少傾向にあることから、経済性や地域の実情

を十分に踏まえつつ、効率的で効果的な処理方法を検討する必要がありま

す。 
 

《市民意向調査》 

「下水道・農業集落排水・浄化槽の整備」については、現状に対する満

足度が低く、さらに今後のまちづくりにおける重要度が高いことから、水

質保全に向けた下水処理施設整備が強く求められています。 
 

【駅周辺や主な公共施設のユニバーサルデザインへの配慮（バリアフリー化）】 

□ 本市の高齢化率は、平成27年国勢調査時点で県平均（約30.4％）を上回る約

37.3％と高齢化が進んでいます。このため、地域における高齢者の積極的な

生活活動の取り組みへの支援が必要となります。 

□ また、子どもや障がい者、外国人なども含めた多種多様な人々の共生社会

の実現に向け、既存施設のバリアフリー化※6をはじめ、多くの人々にとっ

て使いやすいユニバーサルデザイン※7に配慮した整備が望まれます。特に、

駅周辺や医療、介護、福祉に関わる主要な公共公益施設については優先的

な整備が求められます。 
 

《市民意向調査》 

「公共施設のバリアフリー化」については、現状に対する満足度が低く、

さらに今後のまちづくりにおける重要度が高いことから、公共施設のユニ

バーサルデザインへの配慮（バリアフリー化）が強く求められています。 

また、「医療・介護・福祉関連施設の整備・利用のしやすさ」も重要度

が高い結果となっています。 
 
 

④ 景観 
【農村景観】 

□ 農村、里山の景観は、多くの市民及び観光客に親しまれており、後世に残

し、引き継いでいく必要があります。 

 

《市民意向調査》 

市民意向調査における地域の魅力として、７割弱の方が「自然が豊か」と回

答しており、豊かな自然は市民の誇りでもあることから、後世に残していくこ

とが求められています。 

 

 

 

  

 

【※４汚水処理人口普及率】ｐ16参照。 

【※６バリアフリー化】高齢者や障がい者などが社会生活に参加する上で支障となる物理

的な障害や精神的な障壁を取り除いた状態。一般的に、公共施設や道路などの段差

解消や住宅内での障壁が取り除かれた状態として使われる。 

【※７ユニバーサルデザイン】あらかじめ、障がいの有無、年齢、性別、人種等に関わら

ず多様な人々が利用しやすいよう都市や生活環境をデザインする考え方。 

用語解説 
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【都市景観】 

□ 中心市街地では、大工町通りや下一日市地区の町並み景観形成を図るとと

もに、「とおの昔話村」に古民家を移築・改造し「とおの物語の館」とし

てリニューアルを行うなど、地域の文化的資源の活用と、歴史的建築物の

保存・修復及び歴史的町並み景観の形成に努めています。 

□ 一方、人口減少や後継者不足等を背景に管理が行き届かない空き家・空

き店舗が増え、景観を阻害するばかりでなく、周りに危険を及ぼす例も

発生してきていることから、それらに対する対策が求められています。 

 

⑤ 観光 
□ 本市には、平成 27 年には約 185 万人の観光客が訪れています。 

□ 本市の玄関口となる遠野駅周辺などにおいては、情報発信・交流拠点と

しての機能の充実を図り、魅力的な観光地づくりが望まれます。 

□ 減少する人口を補う交流人口（観光客など）を確保し、地域の活性化を

図っていくことが望まれます。 

 
《市民意向調査》 

「観光振興による地域の活性化」については、現状に対する満足度が低

いことから、地域の活性化につながる観光振興を推進していく必要があり

ます。 
 

⑥ 防災・防犯 
【防災】 

□ 地球規模の環境変化に伴う異常気象や集中豪雨などの予想のつかない災

害の発生頻度が全国的に高まっていることから、災害に備えた防災力の

向上が望まれます。 

 

《市民意向調査》 

「火災・地震・風水害など災害に対する安全性」については、現状に対

する満足度が低く、さらに今後のまちづくりにおける重要度が高いことか

ら、安全で安心して生活できる環境づくりが強く求められています。 

 

【防犯】 

□ 全国的に地域社会の連帯感が薄れているなかで、犯罪の増加が懸念され

ていることから、地域ぐるみでの防犯体制づくりが望まれます。 

 

《市民意向調査》 

「犯罪に対する防犯への取り組み」については、現状に対する満足度が

低く、さらに今後のまちづくりに対する重要度が高いことから、安全で安

心して生活できる防犯体制づくりが強く求められています。  
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概況・課題の総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

《市の概況・特性（ｐ８～ｐ17）》 

 

① 地形等 

□ 東西、南北とも約 38 ㎞、総面積 82,597ha、都市計画区域 5,923ha 

□ 北上高地の中南部に位置し、標高 1,917ｍの早池峰山を最高峰に、標高 300～700ｍの

高原群が周囲を囲み、市域の中央部の遠野盆地に中心市街地を形成 

□ 冷涼な気候と豊かな自然環境 

□ 農畜林業を基幹産業とし、米を中心に野菜、ホップや葉たばこなどの工芸作物、畜産

の複合経営 

□ 日本一の乗用馬生産地 

② 人口等（平成 27 年国勢調査） 

□ 人口 28,062 人（都市計画区域に約６割の人口が集中）、9,973 世帯、世帯当たり人員

2.81 人／世帯 

□ 高齢化率 37.4％（県平均 30.4％）、年少人口率 10.7％（県平均 11.9％） 

③ 土地利用 

□ 都市計画区域の約 34.0％が山林、農地が約 45.6％となっており、自然的土地利用は約

82.6％ 

□ 住宅地、商業地、工業用地や交通用地などの都市的土地利用は約 17.4％ 

□ 市域の約 92.8％が都市計画区域外であり、約 7.2％が都市計画区域 

□ 空き店舗等の増加による中心市街地の空洞化・衰退化 

④ 市街地整備等 

□ 下一日市地区、稲荷下地区、稲荷下第二地区の３地区の土地区画整理事業が完了済み 

□ 東北横断自動車道釜石秋田線の開通や遠野ＩＣ及び遠野住田ＩＣの整備完了 

□ 都市計画道路として 23 路線が都市計画決定されており、整備率は約 64.1％ 

□ 都市計画決定している公園・緑地は、街区公園が５箇所、地区公園が１箇所、運動公

園が１箇所、緑地が１箇所の計８箇所 

□ 汚水処理人口普及率が 65.1％（県全域約 79.0％） 

⑤ 観光等 

□ 藩政時代に城下町・宿場町として繁栄 

□ 民俗学者・柳田國男の『遠野物語』により、「民話のふるさと遠野」として知名度が

高い 

□ 観光施設が市域全域に点在 

□ 主要観光施設に年間 180 万人以上が訪れる観光都市 

《意向調査における今後のまちづくりに対する優先度（ｐ21～ｐ24）》 

意向調査における「地域の現状に対する満足度」及び「今後のまちづくりにおける重要度」

の結果から抽出した、今後のまちづくりにおいて優先的に取り組む必要が高い項目 

□ 歩道の確保や交差点の改良などの交通安全対策 

□ 公共施設のバリアフリー化 

□ 下水道・農業集落排水・浄化槽の整備 

□ 医療・介護・福祉関連施設の整備・利用のしやすさ 

□ 火災･地震･風水害など災害に対する安全性 

□ 犯罪に対する防犯への取り組み 

□ 商店街の充実、日常の買い物の利便性 
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《時代の潮流（ｐ25・26）》 

 

□ 人口減少、少子高齢化、世帯小規模化 

□ 成長型社会から成熟型社会への転換 

□ 価値観の多様化 

□ 水と緑への関心、生物多様性の確保への要請の高まり 

□ 低炭素型・循環型まちづくりへの要請の高まり 

□ 安全・安心への関心の一層の高まり 

《まちづくり課題（ｐ27～ｐ31）》 

 

■都市機能に関する課題 

① 都市機能の維持・集約 

□ 公共事業の選択と集中、効率化が求められていることから、「都市の機能を維持・集

約し、利便性の高いまち」を目指していくことが課題 

② 中心市街地の活性化・魅力向上 

□ 中心市街地には、集客性のある魅力資源がありますが、商店街の衰退や空き家の増加

などによる中心市街地の空洞化・衰退化が深刻な課題 

③ まちの活力の維持・増進と秩序ある土地利用の誘導 

□ 遠野ＩＣ及び遠野住田ＩＣ周辺などにおける秩序ある土地利用の規制・誘導 

 

 

■分野別の課題 

① 土地利用 

□ 遠野ＩＣ及び遠野住田ＩＣ周辺の立地条件を活かした土地利用の推進 

□ 用途地域が指定されていない区域における秩序ある土地利用の規制・誘導 

② 道路・交通 

□ 安全で快適な生活道路の整備 

□ バスや鉄道などの公共交通機関の利便性の向上 

③ 都市施設（公園・緑地、下水道など） 

□ 地域ニーズや地域特性に対応した整備・市民協働による管理の充実 

□ 生物多様性の確保への要請の高まりに対応した緑地整備 

□ 浄化槽・下水道・農業集落排水の整備による下水道（汚水）処理 

□ 駅周辺や主な公共施設のユニバーサルデザインに配慮した整備 

④ 景観 

□ 農村、里山景観の継承 

□ 歴史・文化が感じられる景観づくり 

⑤ 観光 

□ 遠野駅周辺などにおける情報発信・交流拠点としての機能の充実 

⑥ 防災・防犯 

□ 異常気象や集中豪雨など災害に備えた防災力の向上 

□ 地域ぐるみの防犯体制づくり 
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